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NHK最新気象用語
　　ハンドプック

日本放送出版協会　1986年

A5版，254頁，2，000円

　このごろは気象衛星ひまわりの雲画像，降水確率，ア

メダス情報，予想天気図などのTV放映が当たり前のよ

うになってきた．私が気象庁に勤務していた昭和48年ま

での状況とはまさに様変わりの感じで，技術革新の大波

をひしひしと感じさせられる．一般の人々も同じ感じを

持っているらしく，いろいろな有識者がメンバーになっ

ている委員会などでの技術革新の枕言葉によく前記のこ

とが引用される．

　本書はこのような情勢に対応するために，昭和39年に

出版されたr気象用語集」を改訂したもので，内容は次

の3部構成からなっている．

　1　天気予報，1　天気予報の新技術，2　天気予報

　　3　天気予報のことば

　皿　日本のお天気，1　四季，2　一般気象

　皿　地震と火山

　付録（各種統計表）

　1部の天気予報の新技術のところでは，最新の気象観

測・予報に関係ある人工衛星，レーダー，アメダス，数

値予報などに関する簡潔な解説がある．特に本書の真髄

である“天気予報のことば”については，1部に12ぺ一
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ジにわたって詳細な説明があり，さらに他のところでも

特別な術語が出てくるたびに，放送ではどのように扱う

かの注意書きがある．これらは放送の利用者のみならず

気象の専門家にとっても有益である．

　n部では四季の典型的な気象現象に加えて，酸性雨な

ど最近問題になっている現象や大雨の降りやすい日・晴

天率の高い日のような気象現象の起る確率の高い特異日

についても具体的な日付など興味ある資料が掲載されて

いる．

　皿部では，地震のしくみ，最近の大地震から東海地震

予知計画，火山まで広範にわたる解説がある．

　付録には，生物季節，初霜・終霜，初氷，初雪，過去

の豪雪，山火事の月別発生件数，日本と世界の地震と火

山の被害（死者数）など合計8つの貴重な表があり，資

料としての価値も高い．本書はまた次の引用文からも分

かるように気象の読物としても興味がある．

　「星のささやき一屋外の気温が氷点下50。Cぐらい

に下がると，人の息が耳のあたりで凍り，かすかな音を

たてるという．シベリア東部のヤクートの人は，この音

を“星のささやき”と呼んでいる．…中略…．ここでは

気温が氷点下40。C以下に下がると大気中の水分が凍っ

て町中ミルクをまいたような濃霧（氷霧）が発生する。

………」

　広範なユーザーに理解してもらうための編集者の努力

と気配りが本の隅々まで行き届いている良書である．

　　　　　　　　　　　（千葉大学工学部　土屋　清〉

、天気”34．3．


